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セ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
諸

資
材
価
格
の
高
騰
で
高
岡

地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協

同
組
合
（
富
山
県
高
岡

市
、
９
社
５
工
場
、
小
原

紀
久
雄
理
事
長
）
は
昨
夏

か
ら
複
数
回
の
値
上
げ
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
資
材

価
格
高
騰
に
加
え
、
傭
車

代
や
電
力
費
な
ど
コ
ス
ト

の
上
昇
が
続
い
て
い
る
た

め
だ
。
出
荷
量
は
２
０
０

９
年
の
協
組
発
足
時
の
５

分
の
１
で
、
組
合
員
の
経

営
は
厳
し
さ
が
増
し
て
お

り
、
値
上
げ
の
早
期
反
映

を
進
め
る
。

　
同
協
組
は
昨
年
７
月
に

１
５
０
０
円
引
き
上
げ
、

販
売
価
格
を
１
万
７
５
０

０
円
（
２１
・
１８
・
２５
）
と

し
た
。
続
い
て
１０
月
も
１

５
０
０
円
値
上
げ
の
１
万

９
０
０
０
円
と
改
定
し

た
。
こ
れ
ら
は
昨
年
１
月

と
１０
月
の
セ
メ
ン
ト
値
上

げ
を
反
映
し
た
も
の
。
資

材
高
騰
は
セ
メ
ン
ト
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
１０
月

に
富
山
県
骨
材
販
売
協
同

組
合
が
４
月
１
日
か
ら
㌧

３
０
０
円
の
値
上
げ
を
要

請
さ
れ
、
さ
ら
に
北
陸
電

力
も
料
金
値
上
げ
を
発
表

し
て
い
る
。
ミ
キ
サ
車
も

各
社
が
減
車
し
て
お
り
、

出
荷
が
重
な
る
と
県
外
業

者
に
傭
車
を
依
頼
す
る
が

そ
の
際
の
コ
ス
ト
が
大
幅

に
上
が
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
同
協
組
は
４

月
１
日
契
約
分
か
ら
１
０

０
０
円
ア
ッ
プ
の
２
万
円

と
す
る
こ
と
を
決
め
、
ユ

ー
ザ
ー
へ
の
説
明
を
進
め

て
い
る
。
小
原
理
事
長
は

「
資
材
高
騰
だ
け
で
な

く
、
運
賃
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
も
上
が
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
加
味
し

た
」
と
説
明
す
る
。
す
で

に
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
に
値
上

高岡

昨
夏
か
ら
複
数
回
値
上
げ

需
要 

発
足
時
の
５
分
の
１
に

げ
の
通
知
を
行
っ
た
ほ

か
、
両
調
査
会
へ
の
説
明

を
済
ま
せ
た
。
こ
れ
ま
で

の
値
上
げ
の
う
ち
、
７
月

値
上
げ
分
は
『
建
設
物

価
』
２
月
号
で
１
５
０
０

円
上
昇
す
る
な
ど
満
額
反

映
さ
れ
た
。
１０
月
値
上
げ

分
も
「
１
万
９
０
０
０
円

は
約
８
割
の
物
件
で
浸
透

し
て
い
る
」（
小
原
理
事

長
）
と
し
、
両
調
査
会
に

は
早
期
の
価
格
改
定
を
促

し
て
い
る
。

　
４
～
１２
月
の
出
荷
は
前

年
同
期
比
５
％
減
の
６
万

６
千
㎥
だ
っ
た
、
２２
年
度

の
出
荷
量
は
前
年
に
比
べ

２
・
２
％
減
の
９
万
㎥
と

想
定
し
て
い
る
。
た
だ
、

全
般
的
に
工
事
が
遅
れ
て

お
り
、「
高
岡
環
状
道
路

の
工
事
が
予
定
通
り
進
め

ば
い
い
が
、
冬
期
の
た

め
、
見
通
し
が
分
か
ら
な

い
」（
同
）。

　
同
協
組
が
発
足
し
た
０９

年
は
北
陸
新
幹
線
工
事
な

ど
も
あ
り
４９
万
㎥
の
出
荷

が
あ
っ
た
が
、
小
原
理
事

長
は
「
現
在
は
員
外
２
社

２
工
場
を
足
し
て
も
１４
万

㎥
程
度
し
か
な
い
。
数
量

減
は
非
常
に
厳
し
く
、
適

正
単
価
を
取
ら
な
い
と
経

営
が
成
り
立
た
な
い
」
と

指
摘
す
る
。
員
外
込
み
で

１７
万
㎥
程
度
の
需
要
が
な

い
と
工
場
の
維
持
が
難
し

い
と
い
う
声
も
あ
る
。

富山駅北口では再開発工事が進む

富山

民
間
工
事
の
動
き
鈍
く

増
加
予
想
か
ら
一
転
減
少
へ

　
富
山
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
富
山
市
、
１２

社
９
工
場
、
一
木
宏
行
理

事
長
）
は
２
０
２
２
年
度

出
荷
を
前
年
比
３
・
１
％

増
の
１６
万
５
千
㎥
と
想
定

し
て
い
た
。
し
か
し
、
民

間
工
事
を
中
心
に
予
想
以

上
に
工
事
が
動
か
ず
、
増

加
予
想
か
ら
一
転
、
１８
％

減
の
１３
万
㎥
に
下
方
修
正

し
た
。

　
４
～
１２
月
出
荷
量
は
前

年
同
期
比
２０
％
減
の
１０
万

３
千
㎥
だ
っ
た
。
当
初
想

定
よ
り
２
万
５
千
㎥
程
度

下
回
っ
て
い
る
。
協
組
に

よ
る
と
「
公
共
工
事
は
ほ

ぼ
前
年
並
み
で
推
移
し
て

い
る
が
、
当
初
見
込
ん
で

い
た
民
間
工
事
が
動
か
な

か
っ
た
」
と
い
う
。
こ
れ

は
員
外
社
も
同
様
の
傾

向
。
富
山
県
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
工
業
組
合
の
富
山
地

区
の
２２
年
度
出
荷
想
定

（
富
山
協
組
員
外
社
含

む
）
は
当
初
３０
万
㎥
だ
っ

た
が
、
約
２
割
減
の
２５
万

㎥
程
度
に
な
る
と
下
方
修

正
し
た
。

　
富
山
駅
北
口
で
駅
前
周

辺
の
再
開
発
工
事
が
行
わ

れ
、
中
規
模
ホ
ー
ル
の
整

備
工
事
や
（
仮
称
）
Ｄ
タ

ワ
ー
富
山
の
新
築
工
事
が

始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
以
外
の
民
間
工
事
で
は

コ
ロ
ナ
後
の
動
向
が
見
込

め
な
い
こ
と
や
、
生
コ
ン

以
外
で
も
様
々
な
工
事
関

連
資
材
の
調
達
難
な
ど
を

受
け
て
新
規
投
資
が
遅
れ

気
味
に
な
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
も
、
富
山

市
繁
華
街
の
総
曲
輪
再
開

発
事
業
な
ど
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
員
外
社
の
動

向
も
あ
り
、
組
合
員
の
出

荷
に
結
び
つ
く
か
ど
う
か

は
不
明
と
し
、
見
通
し
を

公
表
し
て
い
な
い
。

　
昨
年
６
月
に
販
売
価
格

を
１
５
０
０
円
引
き
上

げ
、
１
万
７
５
０
０
円（
２１

・
１８
・
２５
Ｎ
）
と
し
た
。

そ
の
後
の
セ
メ
ン
ト
再
値

上
げ
表
明
を
受
け
、
１０
月

に
１
５
０
０
円
引
き
上

げ
、
１
万
９
０
０
０
円
に

改
定
し
て
い
る
。

　
新
規
需
要
が
足
踏
み
し

て
い
る
現
況
を
反
映
し
て

１
万
９
０
０
０
円
は
遅
れ

気
味
で
は
あ
る
が
、
１
万

７
５
０
０
円
の
契
約
、
出

荷
は
着
実
に
進
ん
で
い

る
。
経
済
調
査
会
で
は
１

月
に
表
示
価
格
を
１
万
７

５
０
０
円
に
改
定
し
た
。

原
材
料
価
格
が
引
き
続
い

て
値
上
が
り
し
て
い
る
現

状
で
、
員
外
社
も
無
理
な

価
格
営
業
を
控
え
る
姿
勢

に
あ
る
と
い
う
。
残
る
値

上
げ
分
も
含
め
た
表
示
価

格
改
定
に
期
待
を
寄
せ

る
。

　
新
川
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
富
山
県
黒
部

市
、
６
社
６
工
場
、
大
愛

富
美
子
理
事
長
）
は
、
昨

年
１１
月
出
荷
分
か
ら
１
７

０
０
円
引
き
上
げ
、
定
価

を
２
万
２
０
０
０
円
（
２１

・
１８
・
２５
）
と
し
た
。
諸

資
材
価
格
の
高
騰
に
加

え
、
輸
送
費
高
騰
や
出
荷

減
の
影
響
を
加
味
し
た
。

同
協
組
で
は
昨
年
４
月
に

も
値
上
げ
し
て
お
り
、
１

年
で
２
度
の
値
上
げ
は
異

例
だ
が
、「
発
注
者
や
ゼ
ネ

コ
ン
に
事
情
を
説
明
し
、

理
解
を
求
め
た
」（
協
組
）

と
い
う
。

　
同
協
組
は
昨
年
４
月
に

１
５
０
０
円
引
き
上
げ

た
。
こ
の
時
は
セ
メ
ン
ト

値
上
げ
に
加
え
、
富
山
県

骨
材
販
売
協
同
組
合
が
㌧

２
０
０
円
の
値
上
げ
を
販

売
価
格
に
転
嫁
し
た
。
昨

年
８
月
に
両
調
査
会
の
表

示
価
格
に
反
映
さ
れ
、
魚

津
の
表
示
価
格
が
１
５
０

０
円
ア
ッ
プ
の
１
万
７
３

０
０
円
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
１０
月
か
ら
３
０
０
０

円
以
上
の
セ
メ
ン
ト
の
再

値
上
げ
表
明
を
受
け
、
緊

急
値
上
げ
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
協
組
エ
リ
ア
内

に
員
外
社
は
お
ら
ず
、
新

価
格
へ
の
移
行
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
ん
で
い
る
。
両
調

査
会
の
表
示
価
格
も
早
期

に
改
定
さ
れ
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

　
今
後
の
値
上
げ
予
定
は

未
定
だ
が
、
す
で
に
骨
販

協
組
は
４
月
か
ら
㌧
３
０

０
円
の
値
上
げ
を
打
ち
出

し
て
い
る
ほ
か
、
北
陸
電

力
の
電
力
代
の
大
幅
値
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、

ま
た
、
働
き
方
改
革
に
伴

う
人
件
費
や
人
手
不
足
、

新川

新
価
格
へ
の
移
行
進
む

表
示
の
早
期
改
定
に
期
待

軽
油
高
騰
に
よ
る
輸
送
費

の
値
上
げ
も
あ
る
、
セ
メ

ン
ト
も
再
値
上
げ
の
噂
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
動
向
次

第
で
再
値
上
げ
を
打
ち
出

す
こ
と
も
あ
り
得
る
と
し

て
い
る
。

　
２
０
２
２
年
度
の
出
荷

量
は
当
初
横
ば
い
の
１２
万

㎥
と
想
定
し
て
い
た
が
、

１
万
～
２
万
㎥
程
度
上
振

れ
る
と
み
て
い
る
。
４
～

１２
月
の
出
荷
量
は
前
年
同

期
比
７
・
７
％
増
の
１１
万

４
千
㎥
だ
っ
た
。
黒
部
市

の
「
く
ろ
べ
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
」
や
機
械
加
工
メ

ー
カ
ー
の
不
二
越
の
滑
川

事
業
所
の
設
備
投
資
な
ど

が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
黒
部
市
内
で
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
が
４
軒
建
設
さ

れ
、「
１
軒
当
た
り
の
生
コ

ン
出
荷
量
は
５
０
０
～
６

０
０
㎥
と
さ
ほ
ど
多
く
な

い
が
、
積
み
重
な
っ
て
店

舗
関
係
の
出
荷
も
増
え

た
」（
同
）。
山
間
部
で
多

い
砂
防
堰
堤
な
ど
公
共
工

事
は
低
調
だ
っ
た
が
、
国

土
交
通
省
発
注
の
高
波
対

策
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
が
下
期

に
３
物
件
納
入
さ
れ
て
お

り
、
同
工
事
で
は
１
万
６

千
㎥
の
出
荷
を
見
込
ん
で

い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
大

手
の
川
端
工
業
（
福
井

市
、
中
村
光
宏
社
長
）

は
、
石
川
県
内
で
の
事
業

拡
大
に
向
け
、
金
沢
市
と

小
松
市
の
中
間
に
位
置
す

る
能
美
市
に
営
業
所
を
設

置
し
た
。
モ
ー
タ
ー
プ
ー

ル
を
設
け
、
石
川
県
内
の

ポ
ン
プ
事
業
を
強
化
す
る

ほ
か
、
透
水
性
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
特

殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造

・
販
売
の
拠
点
と
す
る
。

　
新
た
に
営
業
所
を
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
中
村

社
長
は
「
現
在
も
石
川
県

内
で
仕
事
し
て
い
る
が
、

車
両
は
福
井
か
ら
回
送
し

て
い
た
。
来
年
４
月
か
ら

の
働
き
方
改
革
を
見
据
え

て
回
送
時
間
の
削
減
や
、

石
川
県
の
ゼ
ネ
コ
ン
各
社

に
認
知
し
て
い
た
だ
く
た

め
」
と
説
明
す
る
。

　
ま
た
、
中
村
社
長
は
福

井
県
・
圧
送
協
会
の
会
長

を
務
め
る
が
、
将
来
的
な

安
定
や
広
域
的
な
応
援
体

制
の
確
立
の
観
点
か
ら
圧

送
組
合
の
広
域
化
が
必
要

と
認
識
し
て
お
り
、
北
陸

３
県
（
石
川
・
富
山
・
福

井
）
を
束
ね
る
広
域
組
合

化
を
模
索
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
石
川
県
の
圧
送
業

者
と
協
業
し
て
環
境
を
醸

成
し
、
広
域
組
合
設
立
に

向
け
た
突
破
口
と
す
る
狙

い
も
あ
る
。

　
福
井
県
内
の
圧
送
業
は

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
終

息
以
降
、
低
迷
し
て
い
た

が
、
現
在
は
福
井
駅
前
の

再
開
発
工
事
な
ど
大
型
工

事
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
北
陸
新
幹

線
敦
賀
延
伸
を
控
え
、
今

年
か
ら
来
年
に
か
け
て
福

井
駅
周
辺
の
再
開
発
が
進

む
も
よ
う
で
、
同
工
事
に

も
引
き
続
き
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
モ
バ
イ
ル
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
車
を
活

用
し
た
透
水
性
コ
ン
ク
リ

ー
ト
（
ス
マ
イ
ル
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）
や
補
修
工
事
へ

の
参
画
を
進
め
て
い
る
。

福
井
県
を
中
心
に
近
県
の

石
川
、
富
山
、
滋
賀
で
採

用
実
績
が
あ
る
。
月
間
施

工
面
積
は
５
０
０
～
６
０

０
㎡
で
、
生
コ
ン
換
算
で

約
２
０
０
㎥
打
設
し
て
い

る
。
民
間
住
宅
の
土
間
や

民
間
施
設
の
歩
道
、
駐
車

場
な
ど
が
大
半
だ
が
、
近

年
は
公
園
な
ど
の
公
共
工

事
や
学
校
施
設
な
ど
で
の

採
用
実
績
も
出
て
い
る
。

　
金
沢
地
区
生
コ
ン
ク
リ

ー
ト
協
同
組
合
（
金
沢

市
、
２０
社
１３
工
場
、
永
岡

孝
理
事
長
）
は
４
月
１
日

新
規
契
約
分
か
ら
１
５
０

０
円
の
値
上
げ
を
実
施
す

る
。
同
協
組
は
昨
年
８
月

に
２
０
０
０
円
引
き
上
げ

た
が
、
資
材
高
騰
に
加

え
、
電
力
や
運
送
コ
ス
ト

の
上
昇
、
人
件
費
増
に
対

応
す
る
。

　
値
上
げ
に
伴
い
価
格
表

は
２
万
５
０
０
円
（
２１
・ 永岡理事長

１８
・
２５
）
に
改
定
す
る
。

永
岡
理
事
長
は
「
昨
年
１０

月
の
セ
メ
ン
ト
３
０
０
０

円
値
上
げ
に
加
え
、
骨
材

も
い
し
か
わ
砂
利
販
売
協

同
組
合
（
端
保
太
市
理
事

長
）
が
４
月
か
ら
㌧
４
０

０
円
の
値
上
げ
要
請
を
受

け
て
い
る
。
混
和
剤
も
再

値
上
げ
と
な
る
可
能
性
が

高
い
」
と
諸
資
材
価
格
の

高
騰
が
大
き
い
と
指
摘
す

る
。
さ
ら
に
、
運
送
費
も

原
油
高
騰
や
、
運
転
手
不

足
で
上
昇
し
て
い
る
。
電

力
コ
ス
ト
も
上
が
っ
て
お

り
、「
工
場
の
電
力
費
は

４
割
ア
ッ
プ
で
予
算
を
組

ん
で
い
る
」（
永
岡
理
事

長
）。
プ
ラ
ン
ト
修
繕
費

も
鋼
材
価
格
上
昇
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。

　
昨
年
末
ま
で
に
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
て
値
上
げ
の
説

明
を
行
い
、
業
界
の
状
況

や
値
上
げ
の
背
景
を
説
明

金沢

４
月
に
1500
円
値
上
げ

電
力
コ
ス
ト
上
昇
も
直
撃

金沢港口でマンション工事が進む

し
て
い
る
。「
全
体
的
に

値
上
が
り
し
続
け
て
お

り
、
昨
夏
に
続
く
値
上
げ

も
理
解
を
い
た
だ
い
て
い

る
」（
同
）。
年
明
け
以
降

も
ユ
ー
ザ
ー
回
り
を
重
ね

て
値
上
げ
達
成
を
目
指

す
。

　
昨
年
８
月
の
値
上
げ
に

つ
い
て
永
岡
理
事
長
は

「
ご
理
解
を
い
た
だ
き
価

格
が
浸
透
し
て
い
る
」
と

語
る
。
た
だ
、
金
沢
の
表

示
価
格
は
１
万
４
２
０
０

円
（『
建
設
物
価
』
１
月

号
）
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
金
沢
で
は
２
０
２
１

年
１
月
に
１
５
０
０
円
値

上
げ
し
、
そ
の
後
、
両
調

査
会
の
表
示
価
格
が
４
０

０
円
ア
ッ
プ
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。
建
設
物
価
は
１

月
号
で
１
０
０
０
円
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は

一
昨
年
の
値
上
げ
の
一
部

が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
い

う
認
識
。
協
組
で
は
両
調

査
会
に
対
し
定
期
的
に
状

況
報
告
を
行
い
、
昨
夏
値

上
げ
分
の
早
期
改
定
を
促

し
て
い
く
。

　
生
コ
ン
需
要
は
依
然
低

調
で
、
予
想
以
上
に
減
少

し
て
い
る
。
今
年
度
の
出

荷
は
当
初
３１
万
㎥
と
想
定

し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

の
見
直
し
で
２９
万
㎥
に
下

方
修
正
し
、
過
去
最
低
と

な
る
見
込
み
だ
。
前
年
度

に
比
べ
１７
・
６
％
の
マ
イ

ナ
ス
。
２１
年
度
は
金
沢
港

防
波
堤
消
波
工
事
向
け
の

出
荷
が
想
定
よ
り
上
振
れ

た
ほ
か
、
金
沢
港
大
野
地

区
西
消
波
工
事
な
ど
土
木

向
け
が
旺
盛
だ
っ
た
が
、

２２
年
度
は
土
木
向
け
な
ど

官
需
工
事
の
動
き
が
鈍
い

と
い
う
。「
港
湾
工
事
な

ど
発
注
時
期
の
問
題
も
あ

り
、
低
調
に
推
移
し
て
い

る
。
今
の
感
触
で
は
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」（
同
）。

　
一
方
、
民
間
工
事
は
Ｊ

Ｒ
金
沢
駅
の
金
沢
港
口
周

辺
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
工
事
が

動
い
て
い
る
。
金
沢
市
内

は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
不
足
が

続
い
て
お
り
、
こ
こ
数

年
、
金
沢
港
口
で
複
数
棟

竣
工
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
以
外
に
も
来
春
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
金
沢
市

民
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
が

進
む
。
金
沢
ア
リ
ー
ナ
の

建
設
も
計
画
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
２３
年
度
は

引
き
続
き
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

・
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど

民
間
工
事
を
中
心
と
し
た

需
要
を
想
定
し
、
多
少
上

向
く
可
能
性
が
高
い
と
み

て
い
る
。

　
南
加
賀
生
コ
ン
ク
リ
ー村井理事長

ト
協
同
組
合
（
石
川
県
小

松
市
、
１２
社
７
工
場
、
村

井
啓
介
理
事
長
）
の
出
荷

は
、
２
０
２
１
年
度
に
初

め
て
１０
万
㎥
を
割
り
込
ん

だ
が
、
今
年
度
は
工
業
団

地
造
成
な
ど
が
あ
り
若
干

回
復
し
て
い
る
。
来
年
度

も
民
間
工
事
の
着
工
次
第

だ
が
、
プ
ラ
ス
に
振
れ
る

と
予
想
し
て
い
る
。

　
同
協
組
の
２２
年
度
出
荷

想
定
は
前
年
比
２３
・
７
％

増
の
１２
万
㎥
と
回
復
す
る

と
見
込
ん
だ
。
村
井
理
事

長
は
「
小
松
駅
前
で
計
画

さ
れ
て
い
た
駅
前
複
合
ビ

ル
建
設
が
延
期
と
な
り
、

１２
万
㎥
に
届
く
か
ど
う
か

難
し
い
」
と
話
す
。
４
～

１２
月
出
荷
量
は
前
年
同
期

南加賀

昨
年
度
底
に
需
要
反
転

23
年
度 

２
年
連
続
の
増
加
も

比
１２
％
増
の
８
万
㎥
。
前

年
実
績
の
９
万
７
千
㎥
は

超
え
る
公
算
だ
が
、「
１２
月

以
降
は
天
候
不
順
も
続

き
、
本
来
追
い
込
み
を
か

け
る
年
末
の
出
荷
が
滞
っ

た
」（
村
井
理
事
長
）
と
い

う
。
１２
月
の
出
荷
量
は
前

年
同
月
比
２
割
減
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
想
定
に

届
か
な
い
可
能
性
も
出
て

い
る
。

　
２３
年
度
の
想
定
は
現
時

点
で
未
定
だ
が
、「
恐
ら

く
、
２２
年
度
を
上
回
る
可

能
性
が
高
い
」（
同
）。
愛

知
県
小
牧
市
に
本
社
が
あ

る
自
動
機
器
装
置
メ
ー
カ

ー
が
昨
夏
に
小
松
市
内
に

半
導
体
製
造
装
置
向
け
機

器
製
品
を
生
産
す
る
新
工

場
設
立
を
発
表
し
て
い

る
。
今
春
着
工
す
る
た

め
、
床
材
を
中
心
に
生
コ

ン
出
荷
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
延
期
と
な
っ

て
い
る
小
松
駅
前
の
複
合

ビ
ル
建
設
の
着
工
も
期
待

さ
れ
て
い
る
、
北
陸
新
幹

線
延
伸
も
来
年
に
控
え
、

設
備
投
資
も
見
込
ま
れ
て

い
る
。
公
共
工
事
は
少
な

い
が
、
昨
夏
の
梯
川
氾
濫

に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
が

年
度
ま
た
ぎ
で
行
わ
れ
る

も
よ
う
だ
。

　
セ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
諸

資
材
価
格
高
騰
を
受
け
、

昨
年
１０
月
出
荷
分
か
ら
１

５
０
０
円
ア
ッ
プ
し
、
定

価
２
万
円（
２１
・
１８
・
２５
）

に
改
定
し
た
。
値
上
げ
は

１９
年
３
月
以
来
、
お
よ
そ

３
年
半
ぶ
り
と
な
る
。
昨

年
１
月
以
降
の
セ
メ
ン
ト

値
上
げ
を
受
け
、
生
コ
ン

の
価
格
改
定
を
模
索
し
て

い
た
。
し
か
し
、
民
間
建

築
工
事
を
中
心
に
、
北
陸

新
幹
線
延
伸
工
事
向
け
の

出
荷
を
優
先
し
た
こ
と
に

よ
る
地
元
ゼ
ネ
コ
ン
対
応

が
手
薄
に
な
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
地
元
ゼ

ネ
コ
ン
対
応
を
強
化
し
、

地
域
密
着
に
よ
る
信
頼
回

復
を
図
っ
た
。
そ
の
う
え

で
セ
メ
ン
ト
以
外
の
資
材

高
騰
に
加
え
、
生
コ
ン
需

要
低
迷
、
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
な
ど
を
精
査
し
て

値
上
げ
し
た
。

　
た
だ
、
昨
年
１０
月
の
セ

メ
ン
ト
値
上
げ
分
を
反
映

し
て
お
ら
ず
、
再
値
上
げ

の
時
期
を
模
索
し
て
い

る
。「
セ
メ
ン
ト
は
昨
年

１０
月
の
値
上
げ
以
降
も
再

値
上
げ
す
る
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
く
る
。
そ
の
点

を
考
慮
し
て
今
後
、
検
討

し
た
い
」（
同
）。
ま
た
、

地
元
ゼ
ネ
コ
ン
対
応
に
つ

い
て
も
「
協
組
と
し
て
発

注
者
や
施
工
者
な
ど
地
元

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
信
頼
関
係

を
築
い
た
う
え
で
技
術
の

底
上
げ
を
図
り
、
高
付
加

価
値
の
あ
る
、
少
量
多
品

種
の
生
コ
ン
を
安
定
的
に

納
入
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
組
合
と
し
て
成
長

す
る
必
要
が
あ
る
。
顧
客

要
望
へ
の
対
応
を
進
め
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

施
策
・
出
荷
対
応
を
実
現

で
き
る
よ
う
取
組
み
を
継

続
す
る
」（
同
）
と
し
て
い

る
。

能美市に営業所開設
川端工業 石川県で圧送事業強化
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